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§１．研究成果の概要 

 

魚類等が環境光を高効率に利用する際に用いているグアニン微小板の機能を解明し、その応用

手法の開拓を進めた。新たな知見として、グアニン微小板内部のナノホール構造の存在と光制御

機能を明らかにし説明することに成功した。このマイクロスケールの微小板をレンズフリー系に導入

し新しいイメージング手法を提案した。水に浮遊させたグアニン微小板を用いることで、画像素子

上に光散乱像を投影する技術を開発した。この技術によって水中のマイクロ空間での物体の動き

を可視化する上で、従来技術に比べはるかにコンパクトな装置サイズを実現した。イメージング装

置内でのグアニン微小板の制御性能を向上させるため、これまでの磁気制御技術に加え超音波

等の音響振動技術を導入する手法の開発も進めた。また、グアニン微小板が魚の体表において動

的な光強度・色調制御に利用されるメカニズムの解明を進めた。ヤクシマイワシの体表の様々な部

位において、グアニン微小板を含むバイオリフレクター微粒子による高速な光点滅が起きているこ

とを、世界で初めて発見した。直径 10 マイクロメートル程度の虹色素胞（リフレクター微粒子による

光反射機能を有する細胞）が体表において円形スポット等の様々なパターンを形成し、外部光を

数 Hz の周波数で反射点滅させることが明らかとなった。この魚の動的な光反射点滅を引き起こす

皮膚は、ヒトが身にまとうことも可能なフレキシブルなフォトニクスデバイスのヒントとなることが期待さ

れる。さらに、深海魚等の生物発光の研究を多角的に展開するため、陸上発光生物であるホタル

の発光色に関する新規な知見を明らかにした。グアニン微小板の新規機能および学術的知見の

発掘・解明に加え、グアニン微小板に強磁性を付与した技術の改良を推進した。 

 



 3 

§２．研究実施体制 

 

（１）岩坂グループ 

① 研究代表者：岩坂 正和 （広島大学 ナノデバイス・バイオ融合科学研究所、教授） 

② 研究項目：バイオリフレクターの微弱光制御機能の解明と光制御手法の開発 

・新奇リフレクター機能の発掘と解析 

・天然グアニン結晶の光機能を模倣する手法の開発 

・ベシクルでのイリドプレート形成 

・グアニン結晶の再生産手法の開発 

 

（2）大場グループ 

① 主たる共同研究者：大場 裕一 （中部大学 応用生物学部、教授） 

② 研究項目：深海発光魚における発光器特異的遺伝子の特定と、深海光コミュニケーションの

解明 

・深海魚の発光器に特異的に発現する遺伝子群の探索 

・深海発光魚の光コミュニケーションの解明 

 

（3）浅田グループ 

① 主たる共同研究者：浅田 裕法（山口大学 大学院創成科学研究科、教授） 

② 研究項目：バイオリフレクターの光 MEMS 化のための技術開発 

・グアニン結晶を用いた微細加工技術の開発 

・磁気駆動グアニン結晶型グレーティングミラー 

・グアニン結晶の磁性アシスト法の開発 
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